
大竹市地域公共交通活性化協議会 

令和６年度第４回大竹市地域公共交通活性化協議会 

記 録 票 
 

日 時 ： 令和７年１月 28 日（火）14時 00 分～ 

場 所 ： 大竹市役所 ３階大会議室 

出席委員 ： 別紙 委員名簿のとおり 

 

  事務局長挨拶 
 

１ 開 会 

 

会長あいさつ 

 

２ 協 議 

（１）議案第１号：小方橋架け替え・道路改良工事等に伴うこいこいバスルート及びダイヤ

の変更について（案） 

   ○【事務局】議案第１号により説明。 
広島県が実施する小方橋架け替え・道路改良工事等に伴い、令和７年４月中

旬から令和９年３月までの約２年間、小方橋が通行止めになる予定である。

この小方橋が、こいこいバスのルートになっていることから、令和７年４月

14 日からルート変更を行うとともに、ダイヤ改正を行うことについて、承認

を求めるもの。 

 

   ○質疑等 ： なし⇒  承認  

 

３ その他 

   ○【事務局】現在、地域公共交通計画策定に向けて検討中であり、２月中旬の活性化

協議会で素案を諮り、その後、市民へのパブリックコメントを実施した上

で、３月中旬以降の第６回協議会で最終案を諮る予定である。 

 

   ○【委 員】計画素案を活性化協議会は諮るとのことだが、可能であれば資料を事前

に委員へ配布いただくよう、お願いしたい。 

   ○【事務局】了解した。 

 

   ○【委 員】玖波駅において、下瀬美術館を訪れたい外国人の姿を見かけると聞く。

玖波駅周辺で、外国人向けの情報提供をどのように考えているのか。 

   ○【事務局】市担当において玖波駅を確認し、こいこいバスのバス停に誘導する方法

を検討している。外国人向けに多国語による周知も考えている。 

 

   ○【委 員】こいこいバスのダイヤ変更により、デマンド型乗合タクシーとこいこい

バスの連絡性が悪くなることが危惧される。今後仮に、デマンド型乗合タ

クシーの時刻を見直す場合、どのような手順を踏めばよいか。 

   ○【事務局】まずは市自治振興課に相談いただきたい。その後、地域と一緒に協議さ

せていただく。 

 

   ○【委 員】なかはま保育所は既に廃園されているが、こいこいバスのバス停名は変

更しないのか。 

   ○【事務局】地域に馴染んでいることもあり、現状では変更しない。ただし、２年後に

再度ルート変更を行うため、その際にバス停名を含めた見直しを検討した
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い。 

 

   ○【会 長】こうして皆さんと協議しているから、我がまちの公共交通が継続してい

ると思う。引き続きよろしくお願いしたい。 

 

４ 閉 会 

 


